
４月 25 日 「穀雨 －土台をつくろう－」 

先週、桜野小学校の離任式では、今までお世話になった先生方や職

員の皆さんにしっかりとお礼やお別れの挨拶をすることができまし

た。金子校長先生をはじめ、去られた先生方や職員の皆さんはたいへ

ん喜んでおられましたし、皆さんの成長を何より望んでおられまし

た。これからも成長した姿を見せられるように努力を積み重ねてい

きましょう。 

さて、今日は季節の話をします。１年は４つの季節、春・夏・秋・

冬に分けられますが、日本ではさらに細かく 1年が 24 に分けられて

いて、二十四節気(にじゅうしせっき)と呼ばれています。 

以前、ほとんどの人にとって農業が大切な生活の一部だった時代

には、自然と密接に関係した生活のなかで、いつ田畑を耕し、いつ種

まきをするのかといった目安が必要でした。その目安として考え出

されたのが二十四節気(にじゅうしせっき)です。 

２月４日の立春から始まり、雨水、３月の啓蟄、春分、４月の清明、

と続き今の時期は「穀雨」の時期と言われています。穀雨とは、穀物

を成長させる雨が降るころという意味があります。雨というのは、植

物や穀物にとって大切なものです。それは、土の下の根っこを成長さ

せるからです。根っこは、成長するための土台となります。雨が降り、

根っこがしっかりとして、豊かな実りの準備をしていくのです。 

みなさんの学校生活も、４月の進級・入学から３週間がたとうとし

ています。今は、新しい学級や学年で、学習や生活の基本を学んでい

ます。ちょうど、穀雨と同じように、土台を作っている時期ですね。 

何事も基本が大切です。基本がしっかりとすると大きな成長に結

び付きます。雨は、先生方からの励ましや友達からの優しさとたとえ

られます。たくさんの雨を吸収して、自分自身の土台を作っていきま

しょう。 


